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研修・学習会などにご利用ください

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　２月７日と８日河内長野荘で、民間部会・単産幹

部合宿を行い春闘の取り組みなど交流しました。学
習会では講師に大阪憲法会議・共同センターの山田
事務局長に「憲法いかすあたりまえの政治を実現す
る力はどこにあるのか」について話して頂きました。

民
間
部
会
・
幹
部
合
宿

憲
法
い
か
す
政
治
を

　２月14日、郵政ユニオンは正規職員と同等の諸手
当を求め全国で154人が立ち上がり、提訴しまし
た。ある原告の方は記者会見で「同居している母親
の顔色が曇っているのが辛い。笑顔を取り戻すため
に裁判を決意した」と力強く訴えました。

全
国
で
集
団
訴
訟
・

労
契
法
20
条
裁
判

　パート・非常勤連絡会は２月17日、国労大阪会館
でパート春闘おしゃべり学習交流会を開催。職場の
リアルな悩みとして、人員不足や会計年度任用職員
の問題、民間委託化などが出され、労働組合の必要
性を実感出来る交流会になりました。

お
し
ゃ
べ
り
学
習
会
で

労
組
の
必
要
性
を
実
感

　３月２日淀屋橋にて、「春の仲間づくり」宣伝を
取り組みました。働き方を改善していくために必要
な労働組合づくりを呼びかけ、「パワハラなど職場
で困ったことがあればあきらめないで相談して下さ
い」と訴えました。

〝
困
っ
た
ら
相
談
を
〟

仲
間
づ
く
り
宣
伝
　

世界大会
inNYの
成功へ

　

被
爆
75
年
と
な
る
２
０
２

０
年
４
月
に
、
核
兵
器
全
面

禁
止
・
廃
絶
を
め
ざ
し
、
初

め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
へ
大
阪
労
連
の
仲
間
も
参

加
し
ま
す
。
参
加
す
る
仲
間

の
声
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　今回ニューヨークで行われるNPT再検討会議・原水爆禁止世
界大会へ参加させていただくにあたって５年に一度の歴史的な瞬
間に立ち会えることを誇りに思うと同時に、この機会をいただい
たからこそ自分にできることをしっかりと考えなければいけない
と思っています。世界大会へ被爆者の方々と一緒に訴えに行くこ
との重要性と唯一の戦争被爆国である日本に住む私たちにできる
ことをしっかりと心にとめて、憲法９条を生かして戦争する国づ
くりを許さず、平和の下で安心して働ける国づくりを訴えていき
たいと思います。この世界的な行動を肌で感じ、学んだことをし
っかりと取り組みに活かせるよう行動参加してまいります。

　私が勤務している社会福祉法人大阪福祉事業財団
には法人綱領があり、その中に「平和と国際連帯」
という項目があります。仕事や労働組合活動を通じ
ても平和の大切さを学びました。若い時から原水爆
禁止広島大会や長崎大会に参加してきました。
　核兵器全面禁止、廃絶をめざす世界的行動に以前
から参加したいと思っていたところ今回機会をいた
だけることになりました。
　被爆75年、2020年を核兵器廃絶の歴史転換とする
ため、世界の仲間たちと行動してきます。

世界的な行動を肌で感じ、
活かしていきたい

大阪医労連・
医療生協労働組合かわち野 代喜麻美さん

被爆75年、核兵器廃絶の歴史転換へ
世界の仲間たちと

福保労大阪地本
大阪福祉事業財団分会
あさひ希望の里班

池田勝紀さん

　

大
阪
労
連
は
国
労
大
阪
会

館
で
２
月
５
日
、「
最
低
賃

金
署
名
ス
タ
ー
ト
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部

准
教
授
の
中
澤
秀
一
さ
ん

は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
時
間
給
・
月
給
を
問
わ
ず

社
会
的
に
影
響
を
与
え
る
賃

金
と
な
っ
て
い
る
事
実
と
、

　

大
阪
市
地
区
協
議
会
は
２

月
12
日
と
13
日
に
対
市
交
渉

を
実
施
、
韓
国
で
は
カ
ジ
ノ

に
よ
る
経
済
損
失
が
大
き
い

こ
と
を
示
す
と
「
他
国
で
カ

ジ
ノ
に
よ
る
経
済
損
失
は
知

っ
て
い
る
が
、
客
観
的
な
根

拠
が
な
い
の
で
考
慮
は
し
て

い
な
い
」
と
の
こ
と
。
ま

た
、
大
阪
市
は
災
害
問
題
に

対
す
る
認
識
が
甘
く
職
員
の

「
意
識
」
に
頼
る
ば
か
り

で
、
そ
の
た
め
の
人
員
確
保

生
計
費
調
査
か
ら
分
か
っ
た

最
低
賃
金
の
問
題
点
と
し

て
、「
都
心
も
地
方
も
生
活

に
必
要
な
最
低
生
計
費
は
変

わ
ら
な
い
」、そ
の
上
で
「
人

間
ら
し
く
暮
ら
す
に
は
１
５

０
０
円
は
必
要
。
今
の
制
度

は
経
済
の
地
域
間
格
差
を
拡

大
さ
せ
人
口
流
失
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
最
低
賃

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
２
月
は
「
地
域
総
行
動
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
各
地
区

協
や
地
域
労
連
で
、
自
治
体

と
の
交
渉
、
中
小
企
業
の
職

場
や
商
店
街
訪
問
、
春
闘
宣

伝
な
ど
取
り
組
み
ま
し
た
。

も
具
体
的
な
対
策
も
何
も
示

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

堺
労
連
は
２
月
17
日
労
基

署
懇
談
、
20
日
商
店
街
訪
問

を
取
り
組
み
ま
し
た
。
労
基

署
懇
談
で
は
「
職
員
数
が
増

え
な
い
の
で
大
変
、
特
に
労

災
担
当
の
職
員
が
少
な
い
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
商

店
街
訪
問
で
は
「
時
給
１
０

０
０
円
以
上
や
な
い
と
誰
も

来
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
消
費
税
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
５
割

の
方
が
「
消
費
税
は
下
げ
て

ほ
し
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

　

東
大
阪
労
連
は
、
２
月
20

日
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

に
向
け
て
、
商
工
会
議
所
と

の
懇
談
を
取
り
組
み
ま
し

た
。
商
工
会
議
所
か
ら
は

「
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
最
大
の
課
題
。
イ
ベ
ン

ト
中
止
な
ど
も
出
て
い
る
の

で
市
内
企
業
向
け
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
」、
ま
た

賃
上
げ
に
つ
い
て
は
「
賃
金

は
上
げ
な
い
と
だ
め
。
中
小

企
業
で
は
長
い
間
働
い
て
欲

し
い
の
で
年
功
序
列
の
賃
金

で
も
構
わ
な
い
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

寝
屋
川
労
連
は
、
２
月
20

日
に
連
合
系
や
無
所
属
労
組

金
こ
そ
が
、格
差
・
貧
困
問
題

を
解
決
に
導
く
た
め
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
」、
そ
し
て
、

「
労
働
組
合
は
、全
て
の
労

働
者
の
為
に
活
動
す
る
こ
と

が
重
要
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
に
お
け
る
生
計

費
調
査
実
施
へ
の
期
待
と
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
全
国
一
律
時
間

給
１
５
０
０
円
以
上
の
最
賃

実
現
を
求
め
る
要
請
署
名
」

「
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
と

最
賃
の
改
善
に
よ
る
経
済
好

循
環
の
実
現
を
求
め
る
要
請

署
名
」
の
取
り
組
み
な
ど
の

方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
署
名
ス
タ
ー
ト
学
習
会

全
国
一
律
時
間
給
１
５
０
０
円
以
上
の
最
低
賃
金
実
現
を

北河内の自動車パレード

大阪市地区協の対市交渉

吹田イオン前宣伝行動

（
９
単
組
）
へ
の
職

場
訪
問
を
行
い
、
ビ

ク
ト
リ
ー
マ
ッ
プ
や

最
賃
引
き
上
げ
署
名

な
ど
を
届
け
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
あ
る

連
合
職
場
で
は
「
昨

年
、
同
業
他
社
に
比

べ
低
賃
金
で
あ
る
こ

と
を
春
闘
要
求
で
訴

え
た
と
こ
ろ
ベ
ア
が

勝
ち
取
れ
た
」
と
の

声
も
聴
か
れ
ま
し

た
。
２
月
23
日
に
は

北
河
内
自
動
車
パ
レ

ー
ド
が
取
り
組
ま
れ

17
台
の
宣
伝
カ
ー
等

で
沿
道
の
市
民
へ
春

すべての労働者の

賃上げで

お
詫
び
と
訂
正　

２
月
号
１
面

の
来
賓
の
お
名
前
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。
新
日
本
婦
人
の

会
大
阪
府
本
部
会
長
杉
山
和
さ

ん
→
杉
本
和
さ
ん
に
訂
正
し
お

詫
び
し
ま
す
。

闘
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
各
地
域
で

自
治
体
議
会
へ
の
意
見
書
採

択
運
動
、
春
闘
宣
伝
や
春
闘

学
習
決
起
集
会
な
ど
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
労
連
で
は
今
後
も

「
労
働
者
の
賃
上
げ
で
地
域

経
済
活
性
・
景
気
回
復
を
」

掲
げ
て
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
で
景
気
回
復
を


